
 

 

 
 
 
  
                                                        

『 平成１６年の題材決まる！』 
 

 １月２４日の定時総会において、平成１６年の題材が決定した。昨年末の段階で３題材が挙げられていたが、決定に至らず、

今回まで持ち越しとなっていた。提出された題材は「新撰組」「忠臣蔵」「巌流島の決闘」「連獅子」「大森彦七と矢取川の鬼女」

「川中島」「渡辺綱と茨木童子」の７題材。総会参加者９名で多数決を繰り返し、最後は山崎顧問の「大型ねぶたには『殺伐さ』

というのも審査基準に含まれている。」の一言で「渡辺綱と茨木童子」に満場一致で決定した。題材提出者は会長であるこの私。

昨年の題材「四ッ車大八とめ組の辰五郎」に引き続き、２年連続で私が提出した題材が採用となった。下絵を描くのが苦手な私

は、別な題材の下絵をアレンジ（持ち物を変えるなど）して、写し描きをしたり、画本を直接コピーしたりして題材を提出して

いた。昨年は、小笠原君に衣装の模様描きと着彩以外の下絵描きをして貰った。今年は、鶴谷君に衣装の模様描きと着彩以外の

下絵描きを依頼し、衣装の模様描きと着彩は私がやるという昨年同様の手法をとった。ねぶた師の方は下絵でねぶたの出来映え

はほぼ決まると言うが…。今年の担ぎねぶたの出来映えはいかに…。さぁ、２月下旬から部品製作の開始です。みんな頑張ろう！ 
 
【題材について】この題材は「国芳の絵本」という本に掲載されている「和漢英雄画伝（上）作・歌川国芳」から抜粋したもの

です。本来は「綱鬼女の腕を切りて北野の社頭におつ」というのが正しい題名になり、巻末にその読み下し文が掲載されている

のですが、私には難解だったので、インターネットや歌舞伎の本などを調べてあらすじを書きました。 
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【あらすじ】 源頼光四天王の一人、渡辺綱が警護の任務を終えて自邸に帰る途中、一条堀川の戻橋に差し掛かかると、夜更け

だというのに橋の袂に佇む一人の女がいた。綱はその女に向って｢夜道は物騒だから送って進ぜよう｣と声を掛けると、女は「そ

れならばお言葉に甘えて御送り下さいませ」と立ち上がる。女が橋を渡ろうとした時、綱がふと川面を見ると、雲間から月明

かりに写し出されたのは女の顔ではなく、身の毛もよだつ恐ろしい鬼女の形相であった。鬼女は直ぐさま綱の髻（もとどり）

を掴み、夜空へ高々と舞い上がると、綱は咄嗟に腰の太刀『髭切』を抜き、素早く鬼女の腕を切り落とした。綱は身体もろと

も北野天満宮の廻廊の屋根を突き破り落下する。その後、鬼女は綱の伯母に化けて切られた片腕を取り戻しにやって来るとい

う話。この話は後に河竹黙阿弥が『源平盛衰記』の「剣の巻」などをもとに明治の初めに歌舞伎『戻橋』などの題として書き

あげ、その後、新古演劇十種にも数えられるようになった。また、渡辺綱が鬼の腕を切り落とした太刀は『髭切』と呼ばれて

いたが、茨木童子の腕を切り落とした事で後に『鬼切丸』と呼ばれるようになった。 

【記：高谷俊幸】 




